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10
月
25
日
に
群
馬
県
太
田
市
、

26
日
に
新
潟
県
長
岡
市
、
27
日
に

神
奈
川
県
横
浜
市
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
太
田
市
で
は
、
「
１
％
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
人
口
約
22
万
４
千
人
、

面
積
１
７
５
・
54
平
方
キ
ロ
。

　

現
市
長
が
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に

掲
げ
、
市
民
の
参
画
意
識
を
高
め

る
た
め
に
平
成
18
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
施
策
で
す
。
市
税
の

１
％
に
相
当
す
る
３
億
円
を
地
域

に
還
元
し
、
地
域
分
権
を
進
め
て

い
く
目
的
で
企
画
さ
れ
、
「
住
民

が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
行

政
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
か
、
何

で
も
行
政
が
や
る
の
で
は
な
く
、

行
政
が
表
に
出
な
い
方
が
う
ま
く

い
く
こ
と
も
あ
る
」
と
い
う
市
長

の
思
い
が
発
端
と
な
っ
た
事
業
で

す
。
そ
の
狙
い
は
市
民
と
行
政
の

新
た
な
関
係
づ
く
り
に
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
依
存
型
の
補
助
金

交
付
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
知

恵
と
労
力
を
活
か
し
、
市
民
が
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
事
業
成
果

を
感
じ
な
が
ら
税
金
の
有
効
活
用

を
行
う
事
が
目
的
で
し
た
。
例
え

ば
、
公
園
整
備
を
行
う
場
合
に
市

民
が
労
力
提
供
す
る
こ
と
で
業
者

委
託
経
費
が
節
約
で
き
、
市
民
も

そ
の
成
果
を
実
感
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
地
域
性
を
大
切
に
し
た

活
動
が
少
し
ず
つ
進
め
ら
れ
て
い

る
取
り
組
み
で
、
大
変
参
考
に
な

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
岡
市
で
は
、
「
防
災
へ
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
人
口
約
27
万
３
千
人
、

面
積
８
９
１
・
06
平
方
キ
ロ
。

　

長
岡
市
が
近
年
受
け
た
災
害
被

害
は
、
平
成
16
年
の
新
潟
・
福
島

豪
雨
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成

18
年
の
豪
雪
、
平
成
19
年
の
新
潟

県
中
越
沖
地
震
な
ど
10
年
間
で
９

回
の
災
害
救
助
法
適
用
、
２
回
の

新
潟
県
災
害
救
助
条
例
適
用
を
受

け
て
い
ま
す
。
信
濃
川
流
域
で
、

合
併
に
よ
り
市
域
が
広
が
っ
た
た

め
山
間
部
も
多
く
、
地
震
以
外
で

も
災
害
の
可
能
性
が
高
い
危
険
地

域
が
２
５
０
０
箇
所
以
上
も
あ
る

た
め
、
防
災
に
対
す
る
市
民
意
識

は
高
い
地
域
で
す
。
庁
舎
内
に
は

最
新
の
情
報
機
器
を
備
え
た
防
災

対
策
本
部
が
常
設
さ
れ
、
国
や
県

の
管
轄
分
も
含
め
河
川
等
に
設
置

さ
れ
た
３
０
０
箇
所
の
監
視
カ
メ

ラ
映
像
を
確
認
出
来
る
危
険
予
知

体
制
は
、
対
策
本
部
活
動
の
迅
速

か
つ
効
率
化
な
活
動
を
支
え
て
お

り
、
機
器
整
備
の
重
要
性
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
災
害
が
少
な
い

と
思
わ
れ
て
き
た
本
市
で
も
長
岡

市
同
様
、
知
恵
を
出
し
あ
い
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

た
め
に
計
画
的
に
努
力
す
る
こ
と

は
防
災
と
減
災
の
原
点
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

横
浜
市
で
は
、
「
横
浜
ラ
ポ
ー

ル
（
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン

タ
ー
）
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
人
口
約
３
７
３
万
３
千

人
、
面
積
４
３
５
・
29
平
方
キ
ロ
。

　

横
浜
ラ
ポ
ー
ル
は
、
平
成
４
年

に
開
業
し
、
25
年
を
迎
え
た
ス

ポ
ー
ツ
部
門
と
文
化
部
門
を
併
設

し
た
総
合
施
設
で
す
。
利
用
は
障

害
者
優
先
で
す
が
、
健
常
者
も
利

用
で
き
る
施
設
で
年
間
約
45
万
人

が
来
所
さ
れ
、
市
内
外
を
問
わ
ず

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
ど
の
よ
う
な
設
備
が
必
要
か
、

ま
た
運
営
に
関
す
る
課
題
は
何
か

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
が
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す

る
施
設
設
備
的
配
慮
は
予
想
し
て

い
た
よ
り
僅
か
で
し
た
。
今
後
普

及
し
て
い
く
様
々
な
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
を
考
え
る
上
で
、
健
常
者

施
設
と
大
き
く
区
別
す
る
必
要
が

な
い
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
進
め
て
い

く
事
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
指
摘

は
非
常
に
説
得
力
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
視
察
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

１
％
ま
ち
づ
く
り
事
業

防
災
へ
の
取
り
組
み

▲１％まちづくり事業について
　（太田市）

▲防災への取り組みについて
　（長岡市）

▲横浜ラポール（障害者スポーツ文化
センター）について（横浜市）

横
浜
ラ
ポ
ー
ル

（
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

文
化
セ
ン
タ
ー
）
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10
月
24
日
に
滋
賀
県
湖
南
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

湖
南
市
で
は
、
「
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
」
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
人
口
約
５
万
５
千
人
、

面
積
70
・
40
平
方
キ
ロ
。

　

湖
南
市
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
当
た
っ
て

は
、
平
成
27
年
度
に
県
の
医
師
会

の
予
算
で
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
が
配
置

さ
れ
、
連
携
の
窓
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
環
境
整
備
に
お
い

て
は
平
成
27
年
12
月
に
立
ち
上
げ

た
「
こ
な
ん
在
宅
医
療
あ
ん
し
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
あ
り
、
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
登
録
患
者

の
情
報
を
共
有
し
、
主
治
医
不
在

時
に
別
の
医
師
が
代
わ
り
に
訪
問

診
療
を
行
う
代
診
体
制
づ
く
り
や

急
変
時
の
病
院
と
の
連
携
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
在

宅
医
療
看
護
・
介
護
従
事
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
及
び
連
携
の
た
め
に

情
報
交
換
会
が
実
施
さ
れ
、
市
民

に
対
し
て
は
「
私
の
介
護
・
医
療

安
心
カ
ー
ド
」
を
作
成
配
布
し
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
に
沖
縄
県
西
原
町
、

26
日
に
沖
縄
県
本
部
町
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

西
原
町
で
は
、
「
農
業
と
観
光

の
拠
点
施
設
」
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
人
口
約
３
万
５
千

人
、
面
積
15
・
90
平
方
キ
ロ
。

　

西
原
町
で
は
、
農
業
と
観
光
の

拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
実

行
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、
重
点

を
絞
っ
て
調
査
し
ま
し
た
。
他
の

施
設
と
の
差
別
化
に
向
け
た
目
玉

と
な
る
取
り
組
み
は
３
つ
あ
り
、

１
つ
は
、
直
売
所
の
み
の
単
一
機

能
で
は
な
く
、
農
水
産
物
・
加
工

品
流
通
施
設
、
地
域
食
材
提
供
施

設
、
特
産
物
加
工
、
食
育
研
修
、

地
域
文
化
学
習
、
地
域
情
報
提
供
、

体
験
交
流
な
ど
多
機
能
複
合
施
設

で
あ
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、
食
生

活
の
見
直
し
と
健
康
を
結
び
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
古
く
か
ら
の
伝

統
野
菜
に
注
目
し
、
供
給
体
制
の

整
備
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ

と
。
３
つ
目
は
、
既
存
の
農
家
と

連
携
し
て
農
業
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

企
画
し
集
客
に
繋
げ
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
６
次
産
業
化

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
珍
し
い
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
独

立
開
業
を
目
指
す
方
や
、
学
生
な

ど
が
出
店
す
る
場
合
の
支
援
と
し

て
、
出
店
場
所
も
確
保
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
中
で
も
学
生
の
出
店
や

特
産
品
開
発
に
力
を
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
高
校
生
が
若
い
段
階
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
、
成
功

体
験
を
通
し
て
郷
土
愛
が
醸
成
さ

れ
る
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
、
こ
の

ま
ち
を
ど
う
に
か
し
た
い
と
い
う

情
熱
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
部
町
で
は
、
「
農
業
振
興
と

観
光
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
」
に
つ

い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
人
口

約
１
万
４
千
人
、
面
積
54
・
30
平

方
キ
ロ
。

　

本
部
町
と
小
郡
市
、
本
部
町
商

工
会
青
年
部
と
み
い
青
年
会
議
所

の
４
団
体
は
、
平
成
29
年
11
月
26

日
に
「
友
好
の
ま
ち
」
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
産
業
、
観
光
、
教

育
、
災
害
時
の
協
力
な
ど
幅
広
い

分
野
で
の
交
流
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
本
部
町
の
特
産
品
で
あ
る
ア

セ
ロ
ー
ラ
の
生
い
立
ち
か
ら
、
６

次
産
業
の
成
功
事
例
と
ア
セ
ロ
ー

ラ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
そ

れ
に
伴
う
様
々
な
行
政
支
援
に
つ

い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
次
産
業
化
に
向
け
た
農
業
・

経
営
支
援
と
産
官
学
連
携
に
つ
い

て
、
ま
た
「
ア
セ
ロ
ー
ラ
の
日
」

制
定
ま
で
の
経
緯
と
そ
の
後
の
連

携
・
支
援
に
つ
い
て
は
、
農
家
さ

ん
の
情
熱
に
よ
り
、
行
政
が
支
援

を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
や
、
町
民

全
体
に
町
の
特
産
品
だ
と
位
置
づ

け
る
取
り
組
み
と
し
て
の
「
ア
セ

ロ
ー
ラ
の
日
」
の
制
定
、
ま
た
町

民
全
体
が
ア
セ
ロ
ー
ラ
を
食
し
、

収
穫
祭
を
行
う
な
ど
定
着
に
向
け

た
様
々
な
支
援
や
仕
掛
け
づ
く
り

等
、
行
政
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
と
し
て
商
工
会
や
大
手
民
間
企

業
な
ど
、
様
々
な
団
体
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
か
れ
た

事
例
等
、
大
変
参
考
に
な
る
も
の

で
し
た
。

　

今
後
、
「
友
好
の
ま
ち
」
協
定

に
よ
り
、
物
産
・
観
光
・
災
害
時

の
支
援
・
人
材
交
流
な
ど
、
両
都

市
の
発
展
に
向
け
た
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

農
業
と
観
光
の
拠
点
施
設

都
市
経
済
常
任
委
員
会

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

農
業
振
興
と
観
光
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し

▲在宅医療・介護連携について
　（湖南市）

▲農業と観光の拠点施設について　
　（西原町）

▲農業振興と観光によるまちおこし
　について（本部町）


